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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・野田　裕樹様～不穏・興奮時：ジプレキサ(2.5)1T　5回分処方となっている。
・藤井　崇史様～不穏・興奮時：レボトミン(25)1T　3回分処方となっている。
・小笠原　美千代様～不穏・興奮時：セニラン(5)1T　3回分処方となっている。

・古里　長太郎様～点滴内容が一部変更となり2日分処方となる。また、ニュープロパッチ(2.25㎎) 1日2枚 が4日分追加処方となる。
・野田　敏治様～5/25 9：00～5/26 15：30まで外泊となっている。
・中村　豊様～途中であった心理検査(WAIS-Ⅲ)を実施している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。幻聴の訴えや不穏さなく穏やか。他者トラブルなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ドア蹴り見られている。開放後はホールにて書き物している。昼食後に自室のマットレスに便を塗っており介入、清掃している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放前はドア蹴り見られている。開放後はホールにて過ごされている。不穏さ等なく経過していたが「つまらない」と言い詰所に入ってくることあり介入している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサインの異常は無く、経管栄養トラブルも無い。下痢便持続している。便色普通、触診時の圧痛は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想様の発言や危険行為なく穏やかに過ごされている。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～夜間良眠。旦那様面会あり、表情硬さあるが口調は穏やか。悲観的訴えや棟内徘徊はなく対面時も穏やか。
・藤井　孝蔵様～パット内に排尿確認。膿汁なし。本人不調の訴えなし。
